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　２月２８日・３月１日、文化会館周辺で「全国

学びとまちづくりフォーラムｉｎ佐野」が開催さ

れました。

　このフォーラムは、人々と交流を図りながら、

生涯学習によるまちづくりの発展につなげること

を目的に開催されており、今年は「あなたも主役 

学びを活かして 地域創生」をテーマに、各地か

ら集まった４０団体の方々が１０の分科会に分か

れ各テーマで意見交換を行ったほか、延べ６５人

の楽習講師による展示・体験・ステージ発表など

が行われました。

　２月２４日、佐野市中央公民館で佐野観光ボラ

ンティアガイド養成講座の閉校式が行われ、受講

者１１人に岡部市長から認定証が手渡されまし

た。

　この講座は佐野市を訪れる観光客の皆様に ｢お

もてなしの心｣ をもって、市内の観光スポットや

史跡、名勝を案内する観光ボランティアガイドを

養成するためのものです。今回の第４期生を含め

卒業された方々は、延べ５５人。その内約４０人

の方々が実際に活躍されています。

　今回、新たに観光ボランティアに認定された栗

原辰男さんは ｢好きな佐野市のために、精一杯佐

野市のＰＲに努めていきたい｣ と抱負を話しまし

た。

　３月１日から７日までの７日間、春の全国火災

予防運動が実施された中、市内各所で、幼年消防

クラブ員が「火の用心」の呼びかけを行いました。

　４日には浅沼町のスーパーの入り口で、堀米保

育園の幼年消防クラブ員たちが ｢火の用心をお願

いします｣ と大きな声で、買い物に来た方へ呼び

かけていました。

　まだまだ乾燥していて火災が発生しやすい時期

です。皆さんも ｢火の用心｣ をよろしくお願いし

ます。 

全国学びとまちづ
くりフォーラム

　飛駒小児童４人の文字が、２月２３日に開通し

た蛍橋とこれから開通する磨墨橋の橋名板（橋の

名前を表示するもの）に採用されました。

　これは栃木県が県道桐生田沼線で、児童の安全

確保などのために進めている蛍橋、磨墨橋（飛駒

町内）の側道橋の新設に伴うもので、それぞれの

橋に児童たちが書いた橋名板が設置されます。

　蛍橋の側道橋の橋名板は、５年生の佐久間夢未

さんと石本結香さん、磨墨橋の側道橋の橋名板は、

６年生の吉川日和さんと中山晴香さんが書いたも

のです。

　クラス全員で書いた中から選ばれた４人は、完

成した橋名板をみながら ｢後々まで残るものに採

用され、嬉しいです｣ と話していました。
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幼年消防クラブの子どもたちが
「火の用心」の呼びかけを実施
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春を告げる田沼の初午祭り

　春が来る、と田沼の初午祭りが告げています。

　心がうきうきする初午祭りが、３月６日から８

日に一瓶塚稲荷神社とその周辺で行われました。

多くの方が参拝に訪れるとともに、道に並ぶ出店

を楽しんでいました。

　また、たぬまふるさと館では「初午華道展」が

開催され、格調高い花々がお客さんを出迎えまし

た。家元（池坊宝生流・龍生流・古流松藤会・池

坊・草月流）のお師匠さんを始め、小学１年生ま

での４１名の出瓶者は、おもてなしの心で自然観

と季節感を考慮した作品を生けました。

　主催者（たぬま華道会花裕人の金子さん、石川

さんなど会員１３名）は「伝統ある華道展をこれか

らも続けていきたい」と話していました。

（市民記者・佐藤久夫）
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　３月７日・８日、佐野市立図書館と人丸神社を

会場に「ビデオカメラ撮影技術講習会」が開催され

ました。

　１日目の午前中は、図書館にて撮影の基礎技術

講習会を行い、午後は人丸神社で実技の講習を行

いました。

　講師となった佐野ビデオクラブ会員の方々の丁

寧な指導のもと、撮影した映像を持ち帰り、２日

目には映像を視聴しながら、さまざまなアドバイ

スをいただきました。

　図書館では「読み聞かせ会」などのほか、こう

した講習会も開催し

ています。講習会な

どの詳細は、各館で

お配りしている「図

書館だより」をご覧

ください。

あきやま有機農村未来塾　～地域活性化の取り組み～

　中山間地域である秋山地区では、高齢化および少子化が進んでい

る中、地域の活性化を図るため、昨年１０月より、地元住民による

地域会議を開催し、地域が抱える課題やその解決策などについて話

し合いを行っています。

　会議では３０代の子育て中のご夫婦から、地域を支えてきた高齢

者など、地元の方々が自由な立場で発言し、今後の秋山を考え、活

発な話し合いが行われてきました。

　そうした話し合いを重ねた結果、「あきやま有機農村未来塾」を

立ち上げ、平成２７年度より、お茶づくりや山ぶどうによるワイン

造り、米作りから始める地酒つくりなどに取り組み、地域の活性化

を図ることとなりました。

　３月１２日には設立総会前の最後の会議を行い、会の方向性や規

約、予算など、最終的な打ち合わせを行いました。

　あきやま有機農村未来塾は４月に設立総会を行い、５月にはさっそく「手もみ茶つくり体験」を行う

予定です。


